
１ はじめに

近年，国民の健康への関心は高く，有害大気汚染物

質についても発ガン性や慢性毒性など人の健康に有害

な影響を及ぼす恐れがあると指摘されており，その対

策の必要性が求められている。岡山県においては，平

成９年度から有害大気汚染物質発生源対策として，揮

発性有機化合物（VOC）使用事業所についてその排

出実態と事業所敷地内における環境濃度について調査

を行ってきた。

今回，排出口と周辺における VOC測定を同じ GC−

MS法で行い，かつ多成分（５５成分）同時測定法を開

発した。この方法は１台の分析装置で排出口（気体試

料）と環境（液体試料）の VOC測定が可能であり，

実際の調査においてその有効性を確認したので報告す

る。

２ 測定方法

２．１ 標準試薬及び器具

VOC５５成分の混合標準液と標準ガスは以下に示す

試薬と器具により調製した。

２．１．１ 試薬

１）ゼロガス：高純度窒素ガス（９９．９９９％）

２）標準試薬及び標準ガス

� 塩化ビニールモノマー溶液（２mg／mLメタ

ノール）：スペルコ製

� 塩化ビニールモノマー標準ガス（１％バランス

ガス窒素）：ジーエルサイエンス㈱製

� １，３－ブタジエン標準ガス（７．９３％バランス

ガス窒素）：ジーエルサイエンス㈱製

� ９化合物混合標準ガス（塩化ビニール１．００

ppm，ジクロロメタン１．０１ppm，クロロホルム１．００

ppm，１，２－ジクロロエタン１．０１ppm，ベンゼ

ン１．０１ppm，トリクロロエチレン１．００ppm，テト

ラクロロエチレン１．００ppm，１，３－ブタジエン

１．００ppm，アクリロニトリル１．０２ppm，バランス

ガス窒素）：住友精化㈱製

� 室内環境測定用 VOC混合標準原液（４５種混合

各１mg／ml二硫化炭素溶液）：関東化学㈱製

� アクリロニトリル：９９％東京化成工業㈱製

� テトラヒドロフラン（THF）：９９．７％高速液体

クロマトグラフ用片山化学工業㈱

� クロロベンゼン：９９％東京化成工業㈱製

	 １，１，２－トリクロロエタン：９８％東京化成

工業㈱製


 １，１，１，２－テトラクロロエタン（１，

１，１，２－TCE）：９９％東京化成工業㈱製

� １，１，２，２－テトラクロロエタン（１，

１，２，２－TCE）：９７％東京化成工業㈱製

� m－ジクロロベンゼン（m−DCB）：９８％東京化

成工業㈱製


 o－ジクロロベンゼン（o−DCB）：９８％東京化

成工業㈱製

� ８化合物混合標準原液（１mg／mL）：アクリロ

ニトリル（１０．４mg／mL二硫化炭素），テトラヒド
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ロフラン（THF）（９．７７mg／mL二硫化炭素），ク

ロロベンゼン（９．８９mg／mL二硫化炭素），１，

１，２－トリクロロエタン（１，１，２－TCE）

（１２．３mg／mL二硫化炭素），１，１，１，２－テ

トラクロロエタン（１，１，１，２－TCE）（９．９２

mg／mL二硫化炭素），１，１，２，２－テトラク

ロロエタン（１，１，２，２－TCE）（１０．０mg／mL

二硫化炭素），m－ジクロロベンゼン（m−DCB）

（９．６７mg／mL二硫化炭素）及び o－ジクロロベ

ンゼン（o−DCB）（９．１８mg／mL二硫化炭素）の

８化合物について，それぞれ１００mgを精秤し，

二硫化炭素１０mLに溶解し，これを個別標準原液

（１０mg／mL）とした。個別原液をそれぞれ１mL

分取し，二硫化炭素１０mLに希釈溶解し，８化合

物の混合標準原液（１mg／mL）とした。

３）内標準物質：トルエン－d８内部標準原液（２０００

µg／mlメタノール）：スペルコ製

４）溶媒試薬

� 二硫化炭素（作業環境測定用）：和光純薬工業

㈱製

� メタノール（トリハロメタン測定用）：和光純

薬工業㈱製

２．１．２ 器具及び装置

１）バッグ採取法

� 試料採取用テドラーバッグ AAK５L：ジーエ

ルサイエンス㈱製

� 捕集ケース５L：ジーエルサイエンス㈱製

� 足踏み式サンプリングポンプ

� 試料採取管：外径３mm～１０mm４フッ化エチ

レン製，シリコンチューブ

� 真空瓶１L：ジーエルサイエンス㈱製

� 気体用マイクロシリンジ：１０，５０，１００，２５０，

１０００，５０００µL

� 液体用マイクロシリンジ：５，１０，２５，５０µL

� シリンジクリーナー：HAMILTON 製

	 内圧測定用圧力計：ジーエルサイエンス㈱製


 微量蒸気濃縮装置：㈱島津製作所製 VPC－１

� 真空ポンプ：日立製４VP−C５（１０－４torr）

� 有機物除去管（活性炭入り）：ジーエルサイエ

ンス㈱製

２）固体吸着法

� 固体捕集管

溶媒離脱用チューブ ORBO９１L（Carbosieve S−

III）２００mg／１００mg：スペルコ製

� 携帯型ガス採取装置 GSP－２５０FT：ガステック

㈱製

� 試料採取管：外径３mm～１０mm４フッ化エチ

レン製，シリコンチューブ

２．２ 気体採取方法

固定発生源の排出口からの採取は「排出ガス中の指

定物質の測定方法マニュアル」１）によるバック採取法と

し，周辺環境大気は「有害大気汚染物質測定方法マ

ニュアル」２）による固体吸着法とした。

２．３ 分析装置及び分析条件

GC／MS分析装置は，島津 QP５０００（GC部：島津

GC－１７A），キャピラリーカラムはスペルコ製 SPB－

１（長さ６０m×内径０．３２mm×膜厚５µm）を用いた。

分析は，表１の条件に従い，液体試料は自動分析，気

体試料は手動分析で行った。

２．４ 検量線の作成

２．４．１ 周辺環境分析用検量線（液体注入法）

二硫化炭素１．０mLを入れた１．５mLバイアル瓶に，

塩化ビニール標準溶液（２００µg／mLメタノール），市

販の VOC混合４５成分標準原液（１mg／mL）及び８成

分混合標準原液（１mg／mL）を０，０．１，０．２，０．５，

１．０，２．０，４．０，６．０，８．０，１０µL とトルエン d８（１００

µg／mL）１．０µL を加えて標準溶液を作成した。検量線

は試料溶液１µL を直接 GC−MSに注入し作成した。

定量下限値は０．１µg／mL標準液を５回測定し，その標

準偏差の１０倍として表２に示した。

２．４．２ 排出口分析用検量線の作成（気体注入法）

塩化ビニールモノマーと１，３－ブタジエンは，そ

れぞれの標準ガス缶からガスタイトシリンジ（１０～２５０

µL）で，残り５３成分はそれぞれの標準原液（１mg／

mL）から液体シリンジ（５～２５µL）で，さらに，内

部標準としてトルエン d８（２０００µg／mLメタノール）

を１µL 採取計量後，１L 真空瓶に注入し，高純度窒

素ガスで希釈して０，０．２，０．５，１．０，２．０，５．０，１０ng

／mLの標準ガスを作成した。検量線はガスタイトシ

リンジを用いて試料ガス１mLを直接 GC／MSに注入

し，表１に示す分析条件 SIM法で作成した。各成分

の定量下限値は１ng／mL標準ガスを５回測定し，そ
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の標準偏差の１０倍として表２に示した。

３ 固定発生源における VOC測定方法

３．１ 周辺環境における測定法（固体吸着法）

排出口周辺４地点において，固体捕集管（ORBO９１

L）に試料空気を流量２００mL／minで連続３時間，地上

約１mの高さで採取した。

試料分析法：採取した固体捕集管内の吸着剤を１．５

mL分析用バイアル瓶に移し，二硫化炭素１．０mLとト

ルエン－d８（１００µg／mL）１．０µL を加え栓をした。バ

イアル瓶を振り混ぜた後，超音波抽出を１５分間行い，

１時間放置し，試験液を調製した。試験液１．０µL を GC

／MS−SIM法で測定した。

３．２ 排出口における測定方法

３．２．１ バッグ採取法

テドラーバッグ（５L）をセットした捕集ケースに

テフロン製採取管の一方を接続し，他方を対象施設の

採取口に挿入して足踏み式ポンプで試料採取を１０分

間，２回行った。

試料分析法：採取バッグ（５L）を予め脱気した真

空瓶（１L）に接続し，試料ガスを真空瓶に移した。

さらに内部標準液（トルエン d８（２０００µg／mLメタ

ノール）を１µL 添加し，３０分間放置した。ガスタイ

トシリンジで試料１mLを直接ガスクロマトグラフ装

置（GC／MS）に注入し，表１に示す分析条件で測定

を行った。トラベルブランクとして予め窒素を充填し

たテドラーバッグ（５L）を試料採取時に持ち運び，

同様に処理し測定を行った。

３．２．２ バッグ採取・固体吸着併用法

バッグに採取した試料について，現地において採取

流速２００mL／minで１０分間，固体捕集管（ORBO９１L）

に再捕集し，周辺環境の固体吸着法と同様の分析を

行った。

４ 結果と考察

４．１ 同一GC／MS上における気体試料用と液体試

料用の検量線の運用

有害大気汚染物質対策調査で検出される成分と室内

環境調査用として市販されている標準品成分を組み合

わせた５５成分について，同一の GC／MSで同一分析条

件（表１）により，気体試料用（排出口測定）と液体

試料用（周辺環境測定）の２種類の検量線を作成し

た。これにより，分析条件を変更することなく気体試

料と液体試料を分析できることから分析に要する労力

と時間を軽減することができた。

５５成分の定量下限を表２に示した。気体試料とし

て，高沸点のアルコール，アルデヒド及び飽和炭化水

表１ GC−MS分析条件

ガスクロマトグラフ装置（島津 GC－１７A）
カラム：SPBTM－１（SUPERCO）０．３２mmφ×６０m，膜

厚５µm

カ ラ ム 温 度：４０℃（５min）－＞５℃／min－＞２８０℃
（３min）

注入口温度：２００℃
試料注入法：スプリット（スプリット比 １：１３）
キャリヤガス圧力：ヘリウム，カラムヘッド圧：１００kPa

注入量：液体試料 １µL（オートインジェクター
（AOC－２０i），オートサンプラー（AOC－２０s））
気体試料 １mL（ガスタイトシリンジ）

検出器：質量分析計（島津 QP－５０００）
インターフェース温度：２５０℃
イオン化モード：EI，検出器電圧：１．７KV

検出法：SIM（定量），SCAN（定性）

図１ GC−MSトータルイオンクロマトグラム（VOC５５成分）
気体試料 １０ng／mLの５５成分混合標準ガスを１mL注入
液体試料 １０ng／µL の５４成分混合標準液を１µL 注入
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表２ 分析対象 VOC ５５成分

No
保持時間
（min）

化合物名
環境省１）

リスト
基準値２）

µg／m３

SIMモニター
イオン（m／z）

排 出 口 環 境
気体注入法 液体注入法
定 量 下 限 定 量 下 限

定 量 用 確 認 用 ng／mL ng／µL
１ ５．１０ 塩化ビニール ◎ １０＊＊ ６２ ６４ ０．２３ ０．０８４
２ ５．４８ １，３－ブタジエン ◎ ５４ ５３ ０．３５ －
３ ６．９３ エチルアルコール ４５ ４６ ０．３２ ０．７６
４ ８．２２ アセトン ４３ ５８ ０．２８ １．５０
５ ９．２１ アクリロニトリル ◎ ２＊＊ ５３ ５２ ０．２６ ０．０５０
６ １０．２８ ジクロロメタン ◎ １５０＊ ８４ ８６ ０．２２ ０．０６７
７ １３．４３ メチルエチルケトン ○ ４３ ７２ ０．２２ ０．０２４
８ １４．６１ 酢酸エチル ６１ ７０ ０．９０ ０．２３
９ １４．７１ ヘキサン ○ ５７ ５６ ０．４０ ０．２１
１０ １４．８８ クロロホルム ◎ ８３ ８５ ０．６５ ０．１２
１１ １５．７５ テトラヒドラフラン ○ ７２ ７１ ０．７２ ０．２０
１２ １６．３４ １，２－ジクロロエタン ◎ ６２ ６４ ０．３９ ０．０９１
１３ １６．４２ ２，４－ジメチルメタン ４３ ５７ ０．４０ ０．２０
１４ １６．８９ １，１，１－トリクロロエタン ○ ９７ ９９ ０．４５ ０．２４
１５ １７．３０ n－ブタノール ○ ５６ ４３ １．４ ０．１９
１６ １７．７８ ベンゼン ◎ ３＊ ７８ ７７ ０．２１ ０．４
１７ １８．０７ 四塩化炭素 ○ １１７ １１９ ０．３２ ０．１２
１８ １９．３４ １，２－ジクロロプロパン ○ ６３ ６２ ０．２４ ０．０７４
１９ １９．７５ トリクロロエチレン ◎ ２００＊ １３０ １３２ ０．２６ ０．１３
２０ １９．８０ ２，２，４－トリメチルペンタン ５７ ４１ ０．２６ ０．０４６
２１ ２０．１８ n－ヘプタン ４３ ４１ ０．１８ ０．１２
２２ ２１．３９ メチルイソブチルケトン ○ ４３ ５８ ０．３５ ０．０５５
２３ ２２．８７ １，１，２－トリクロロエタン ○ ９７ ９９ ０．３９ ０．２６
２４ ２２．８５ トルエン－d（内部標準） ９８
２５ ２３．５０ トルエン ○ ２６０＊＊＊ ９１ ９２ ０．２７ ０．２２
２６ ２４．４５ クロロジブロモメタン ○ １２９ １２７ ０．２４ ０．１２
２７ ２５．０２ 酢酸プチル ○ ４３ ５６ ０．３５ ０．１６
２８ ２５．３６ n－オクタン ４３ ５７ ０．５７ ０．９２
２９ ２５．９６ テトラクロロエチレン ◎ ２００＊ １６６ １６４ ０．８６ ０．１１
３０ ２７．４２ １，１，１，２－TCE １３１ １１７ ０．４９ ０．１７
３１ ２７．５２ クロロベンゼン ○ １１２ ７７ ０．４８ ０．１４
３２ ２８．３０ エチルベンゼン ○ ３８００＊＊＊ ９１ １０６ ０．４１ ０．１３
３３ ２８．６９ m,p－キシレン ○ ８７０＊＊＊ ９１ １０６ ０．５６ ０．１１
３４ ２９．５６ スチレン ○ ２２０＊＊＊ １０４ １０３ ０．６０ ０．１７
３５ ２９．７９ １，１，２，２－テトラクロロエタン ○ ８３ ８５ ０．７１ ０．１８
３６ ２９．８６ O－キシレン ○ ８７０＊＊＊ ９１ １０６ ０．３０ ０．０９７
３７ ３０．１０ n－ノナン ４３ ５７ ０．７１ ０．９
３８ ３２．３７ α－ピネン ９３ ９２ ０．３７ ０．０８１
３９ ３３．１９ １，３，５－トリメチルベンゼン １０５ １２０ ０．６８ ０．０８６
４０ ３４．３７ １，２，４－トリメチルベンゼン １０５ １２０ ０．４４ ０．０９２
４１ ３４．４４ n－デカン ４３ ５７ １．１ ０．５７
４２ ３４．９７ m－ジクロロベンゼン １４６ １４８ ０．８６ ０．１３
４３ ３５．１６ p－ジクロロベンゼン ○ ２４０＊＊＊ １４６ １４８ ０．９８ ０．１０
４４ ３５．７２ １，２，３－トリメチルベンゼン １０５ １２０ １．１ ０．１１
４５ ３６．１１ リモネン ６８ ６７ １．３ ０．１７
４６ ３６．２５ O－ジクロロベンゼン ○ １４６ １４８ ０．８７ ０．１５
４７ ３８．０４ n－ノナナール ７０ ９８ ６．４ ０．６４
４８ ３８．４２ n－ウンデカン ４３ ５７ １．１ ０．０６６
４９ ３９．４９ １，２，４，５－テトラメチルベンゼン １１９ １３４ １．７ ０．０９７
５０ ４１．８６ n－デカナール ４３ ５５ ２．１ １．２
５１ ４２．１１ n－ドデカン ７１ ８５ ２．０ ０．２２
５２ ４５．５３ n－トリデカン ５７ ７１ １２ ０．０５９
５３ ４８．７２ n－テトラデカン ３３０＊＊＊ ４３ ５７ ２２ ０．１１
５４ ５１．７２ n－ペンタデカン ５７ ７１ ２５ ０．０８６
５５ ５４．６０ n－ヘキサデカン ５７ ７１ ４．１ ０．１２

註：１）○は環境省，有害大気汚染物質に該当する可能性がある物質，◎は優先取り組み物質
２）＊は環境基準（年平均値），＊＊は指針値（年平均値），＊＊＊は室内環境指針値
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素は，変動が大きく定量下限が高い傾向にあった。ま

た液体試料ではベンゼンとトルエンの定量下限が高

く，室内汚染の影響が考えられた。特にトルエンは同

一室内で毎月実施している酸化エチレン分析の抽出溶

媒として使用しており，残留物の影響を受けたものと

考えられた。

４．２ VOC周辺環境調査における試料採取流速の

高速化

固体吸着採取法の試料採取流速と採取時間は，１００

ml／min，２４時間に指定されている。しかし，調査対

象事業所の操業時間内に試料採取を済ませる必要があ

ることから，採取流速の高速化を検討した。

濃度１ppmの９化合物混合標準ガス（市販品）を

５L テドラーバッグに充填し，捕集管（ORBO９１L）

に５０，１００，１５０，２００mL／minで１０分間混合ガスを採

取し，二硫化炭素で抽出後分析を行い，回収率を測定

した。結果は表３に示したとおり，２００mL／minと１００

mL／minはほぼ同等の回収率があるとが考えられるレ

ベルにあった。なお，東京都の泉川３）らの検討結果で

も１００mL／minと２５０mL／minとで回収率に差異はない

と報告している。

４．３ 排出口におけるバッグ採取法と固体吸着法の

VOC測定結果の比較

有機溶剤（主にジクロロメタンとトリクロロエチレ

ン）を使用している２事業所の洗浄施設の排出口にお

いて，バッグにより試料ガス採取を行い，気体試料と

して分析するバッグ採取法と液体試料として分析する

固体吸着法（バッグ採取ガスを固体捕集管に再捕集し

溶媒抽出）の測定結果を表４に示した。A 事業所で

は，トリクロロエチレンとジクロロメタンを主に使用

しているが，B事業所では，トリクロロエチレン以外

に高沸点の飽和炭化水素を洗浄溶媒として使用してい

ることが確認された。排出口主要成分であるトリクロ

ロエチレンについて，バッグ採取法と固体吸着法の測

定結果は，概ね一致した値が得られた。しかし，高濃

度試料については，固体吸着法はバッグ採取法に較べ

低めの測定結果となった。これは破瓜容量を超えたこ

とによるものと考えられた。また，ジクロロメタンで

は，バッグ採取法は，固体吸着採取法に較べて高めの

傾向が認められた。これは，固体吸着採取法による測

定では水分影響が無視できないと指摘されており，そ

の影響によるものと考えられた。これに対し，数十

mg／m３以下の低濃度試料においては，バッグ採取法で

表３ 固体吸着法採取流速別 VOC回収率（％）

化合物名
５０

mL／min
１００

mL／min
１５０

mL／min
２００

mL／min

塩化ビニールモノマー ２３ ９４ ７０ １４５

アクリロニトリル ２８ ６９ ３２ ５６

ジクロロメタン ７１ １００ ８４ １２０

クロロホルム ９４ ７１ ７５ １２０

１，２－ジクロロエタン ８２ ５４ ６６ １３０

ベンゼン １２０ ６９ ６８ ９１

トリクロロエチレン １１０ ７５ ７１ ８１

テトラクロロエチレン １１０ ５９ ５８ ６３

表４ 排出口における VOC測定結果

事業所名
（主要製品）

検査対象施設
（使用溶媒）

トリクロロエチレン（mg／m３） ジクロロメタン（mg／m３）

バッグ採取法
GC−MS法

固体採取法
GC−MS法

バッグ採取法
GC−MS法

固体採取法
GC−MS法

Ａ事業所
（自動車ウォーターポン
プメカニカルシール製
品）

１．洗浄機（板金用）
（トリクロロエチレン）

４９３ ４２１ ２２ １１

６９０ ７０９ ０．８ １５

２．溶媒回収装置
（トリクロロエチレン）

４６．４ ２５．７ １９０ ７６

２７．７ １２．３ ７３ ３８

３．超音波洗浄機（板金用）
（ジクロロメタン）

１１５ １０３ ８９５０ ５０８０

３８．４ ４２．２ ８２１０ ３１９０

Ｂ事業所
（サニタリー配管材料）

１．超音波蒸気洗浄装置
（トリクロロエチレン）

７８９ ８０９ ≦０．０６ ０．０５～０．１７

６８０ ４５４ ≦０．０６ ０．０５～０．１７

２．チェーン昇降式洗浄機
（トリクロロエチレン）

５５７ ６２５ ≦０．０６ ０．０５～０．１７

２７６０ １６１０ ≦０．０６ ０．０５～０．１７
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は変動が大きいのに対し，固体吸着法は変動が少なく

安定した測定結果が得られた。これから排出口の条件

や濃度により，採取・分析方法を選択することは，排

出口の VOCをより精度よく把握する上で重要である

と考えられた。

４．４ 事業所の VOC自主測定結果との比較

調査対象のＡ，Ｂ両事業所は，トリクロロエチレン

の自主測定を行っており，その測定結果を表５に示し

た。

Ａ事業所では，直接採取法で PID（光イオン化法）

による自社測定を行っている。しかし，今回岡山県が

行った測定結果と較べて低めの値となっていた。PID

法は有機塩素化合物に高感度といわれているが，キャ

リブレーションに利用した標準ガスはイソブチレンで

あり，測定値をトリクロロエチレンとして換算すると

ころに問題があると考えられた。一方，Ｂ事業所で

は，測定業者に委託して，固体吸着法及び GC−FID

法による自社測定を行っている。測定結果は，岡山県

と概ね一致していた。しかし，バッグ採取法による岡

山県の測定結果と比べると高濃度値は，低めに評価さ

れていると考えられた。

４．５ 周辺環境と排出口における測定結果の関連

Ａ事業所とＢ事業所における敷地周辺環境測定結果

を表６に示した。Ａ事業所では，トリクロロエチレン

とジクロロメタンがいずれの地点においても検出され

た。しかし，排出口では検出されなかったテトラクロ

ロエチレンがいずれの地点でも検出され，特に地点４

において高濃度であった。周辺には，Ａ事業所以外に

発生源は無く，更に調査する必要がある。Ｂ事業所で

はトリクロロエチレンがいずれの地点においても検出

された。Ｂ事業所の地点１では，ジクロロメタンがト

リクロロエチレンと同様，高濃度であった。また，排

出口では検出されていない n－ドデカンが地点２で検

出され，更に調査する必要がある。

５ 結 論

１）VOC５５成分について高濃度の排出口と低濃度の

敷地周辺環境の双方に対応できるようにするため，

気体試料と液体試料を同じ分析条件で測定可能な

GC／MS分析法を開発した。これにより，分析に要

する労力と時間の軽減が図られた。

２）固体吸着法において試料採取流速を２００mL／min

に上げても１００mL／minとほぼ同等の VOC回収率で

あることが確認され，試料採取時間の軽減が期待で

きた。

３）排出口におけるバッグ採取法と固体吸着法による

VOC測定結果の比較から，高濃度試料については

バッグ採取法が適していること，低濃度試料につい

ては安定した測定結果が得られる固体吸着法が適し

ていることが知られた。

４）トリクロロエチレンについて，岡山県の測定値と

各事業所が行った自主測定値とを比較したところ，

表５ トリクロロエチレン自主測定結果

事業所名
（主要製品）

検査対象施設
（使用溶媒）

トリクロロエチレン（mg／m３） 排出ガス量
（Nm３／h）
排出口高さ

排出抑制基準（大気汚染防止法）

直接採取法
PID法

個体採取法
GC−FID法

既設（平成９
年４月１日）

新 設

Ａ事業所
（自動 車 ウ ォ ー
ターポンプメカニ
カルシール製品）

１．洗浄機（板金用）
（トリクロロエチレン）

２１３
１５２８
４．８

５００ ３００

２４６

２．溶媒回収装置
（トリクロロエチレン）

２．１
９
５．５

３００ １５０

３．超音波洗浄機（板金用）
（ジクロロメタン）

１０２
４．５

５００ ３００

Ｂ事業所
（サニタリー配管
材料）

１．超音波蒸気洗浄装置
（トリクロロエチレン）

５８０
３２４０
１０

５００ ３００

３２１

２．チェーン昇降式洗浄機
（トリクロロエチレン）

１０６０
１２０６
１０

５００ ３００

１５８０

註：PID法＝Photo Ionization Detectorの略。
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若干の差が認められ検討した。その結果分析装置の

測定原理が異なる場合，キャリブレーション方法に

注意が必要であること，固体吸着採取法による VOC

測定においては，高濃度試料を採取する時破瓜する

恐れがあることから，バッグ採取法を併用すべきで

あることが考えられた。

５）排出口周辺の VOC環境調査を行った結果，排出

口で検出された以外の成分も高濃度に検出されてお

り，その原因を更に調査する必要がある。

６）VOC調査において，GC／MSによる気体試料と液

体試料双方の多成分同時測定法は，発生源と環境濃

度との関連を広範囲に把握していくうえで有用であ

ることを確認した。
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表６ 排出口周辺における VOC環境測定結果

事業所名
（主要製品）

化合物名
地点１ 地点２ 地点３ 地点４

µg／m３ µg／m３ µg／m３ µg／m３

Ａ事業所
（自動車ウォー
ターポンプメカ
ニカルシール製
品）

ジクロロメタン ２．９～９．５ ３７ １７ １０

メチルエチルケトン ≦２．８ ≦２．８ ２．８～９．１ ２．８～９．１

ヘキサン ≦２．８ ≦２．８ ２．８～９．３ ２．８～９．３

クロロホルム ≦２．８ ≦２．８ ２．８～９．４ ≦２．８

ベンゼン ≦３．４ ≦３．４ ３．４～１１ ３．４～１１

トリクロロエチレン ２～６．７ ２８ ７．７ ２～６．７

メチルイソブチルケトン ≦１．７ ≦１．７ １．７～５．５ ≦１．７

１，１，２－トリクロロエタン ≦２ ≦２ ≦２ ２～６．８

テトラクロロエチレン １～３．３ １～３．３ １３．７ ３５

エチルベンゼン ≦１．６ ≦１．６ １．６～５．２ １．６～５．２

m, p－キシレン ≦１．９ ≦１．９ １．９～６．２ １．９～６．２

O－キシレン ≦１．１ ≦１．１ １．１～３．６ ≦１．１

Ｂ事業所
（サニタリー配
管材料）

アセトン ３．６～１２ １１６ ２７ １６

ジクロロメタン ５１８ ３５ ≦２．９ １８

メチルエチルケトン ２．８～９．１ ≦２．８ ≦２．８ ≦２．８

ヘキサン ２．８～９．３ ２．８～９．３ ≦２．８ ≦２．８

トリクロロエチレン ５６４ ２９ ２８ ７６

トルエン ≦８ ≦８ ≦８ ８～２７

エチルベンゼン １．６～５．２ １．６～５．２ １．６～５．２ １．６～５．２

m，p－キシレン １．９～６．２ １．９～６．２ １．９～６．２ １．９～６．２

o－キシレン １．１～３．６ １．１～３．６ ≦１．１ １．１～３．６

n－ノナン ≦１．８ １．８～５．９ ≦１．８ ≦１．８

n－デカン ≦１．６ １．６～５．４ １．６～５．４ １．６～５．４

n－ドデカン ≦１．９ ６５ １．９～６．３ １．９～６．３
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